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市民が提案する『環境マニフェスト・天理２０２５』 

～ 「里・山 資本」をいかした持続可能なまちづくりをめざして～ 

  NPO法人環境市民ネットワーク天理 

提案日 2025年 10月 3日 

◇ 提案にあたって  

 私たち「環境市民ネットワーク天理」は、天理市における環境保全や啓発活動について、市内の事業所や

天理市と協働して様々な事業を実施してきた NPO法人です。 

本ネットワークは、2005 年から天理市長選挙ごとに「環境保全を重視する市民団体」として「環境マニ

フェスト」を作成し、市民参画型の環境政策の実現を天理市長選挙候補者に提案してきました。 

（2021年はコロナの為、提案できませんでした） 

 これまで、本ネットワークが提案した「マニフェスト」を踏まえたうえで、市長の就任から市長選までの

環境行政の進捗状況などについて評価も行ってきました。 

 今回、秋に予定されている市長選挙に向けて、天理市長候補者に対し、本ネットワークが作成した「環境

マニフェスト・天理 2025」を提案します。今回提案するマニフェストは、「里・山資本」（地域資源）をい

かした持続可能なまちづくり「SDGs・エコシティ天理」構想をテーマとしました。 

 今年の猛暑は、温暖化対策に待ったなしであることを実感させるものです。また、日本中で問題になって

いるクマなどの獣害も、放置林問題などが根底にあり、私たちにとって他人事でありません。 

 今回の市長選挙をきっかけに、市民が町づくりや環境問題に関心を持ち、市民・事業者・行政の協働・参

画型で環境モデル都市が実現することを強く期待します。 
 

政策連携図 
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「里・山資本」をいかした持続可能なまちづくり 

『SDGs・エコシティ天理』構想 

現

状

課

題 

① ゼロカーボンシティ宣言実現のための具体策。 

② 新クリーンセンター（熱電併給型）が完成。さらなる利活用。 

③ 放置林の増加よる、森林機能の低下、獣害、景観への悪影響。 

④ 「オーガニックビレッジ宣言」の持続可能な事業化。農業の後継者不足、耕作放棄対策。食料自給率ア

ップと地産地消の推進。原風景の保全（特に、山の辺の道沿い、大和高原など） 

⑤ 県・国道の街路樹の強剪定。市管理街路樹の巨木化・枯損木問題。駅前広場植栽の問題など。 

政 

 

策 

 

提 

 

案 

 2021年天理市は、『ゼロカーボンシティ宣言』（2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す地方公

共団体）を行った。その目標達成のために「天理エコシティ構想」を提案します。 

熱電併給型ゴミ処理施設「やまと eco クリーンセンター」は、名阪国道と山の辺の道が交差する地点に

あり、広域的に人・モノ・技術も集積しやすい交通の要衝地でもある。市民の環境問題を啓発する施設も

充実し、災害時には熱・電力を自立的に供給でき、エコシティの中核地となる場所である。 

 

提案１「まほろば・ecoミュージアム」構想 （別紙・資料１） 

概要） 

・地域全体をミュージアム化し、リアルな体験の中で人と自然・環境、歴史や文化などを学ぶ。 

・やまと ecoクリーンセンター、天理参考館、トレイルセンター、芸術文化村、コフフン、山田教育キ

ャンプ場、地域の商業施設、物産館など既存の施設、プログラム（ソフト）を活用する。 

・ユネスコスクールに認定された福住小中学校への支援を実施する（別紙・資料２ 政策提案） 

・天理市の自然環境調査を実施する（別紙・資料３ 政策提案） 

期待される効果 

SDGs・環境・生涯教育の場とコンテンツの提供、観光振興への寄与など。 

 

提案２「緑の回廊」プロジェクト（別紙・資料４、５） 

概要） 

天理市に点在する社寺林（鎮守の森）の保全と街路樹・都市林のネットワーク化。 

特に、玄関口である駅前広場「コフフン」〜街路樹～天理教本部境内～天理大学～布留川～石上神

宮境内など～「山の辺の道」を中心に、市内に点在する「社寺林」等を結ぶことを想定する。 

現在、街路樹は巨木化・枯損木が目立つが、適切でコストパフォーマンスの高い管理を行う。 

期待される効果 

緑陰・気温変化の緩和、防災、癒し、観光・集客、カーボンニュートラルなど。 

 

提案３「天理・森林ビジョン」の策定 

概要） 

東部山間地は、緑のダムとして価値は高い。しかし、放置林増加による災害時の風倒木被害（幹線道

路・住宅沿いなど）、獣害、景観の悪化などが懸念される。森林ビジョンの検討を行い、森林保全・防

災とゼロカーボン（ニュートラル）を目指したバイオマスの利活用を目指す。 

期待される効果 

バイオマス資源有効利活用によるカーボンニュートラル、防災、景観保全、獣害対策など。 

 

提案４「オーガニック・シティ」構想 

 概要） 

福住・山田・長滝地区の「オーガニックビレッジ」、山の辺の道「菜の花プロジェクト」をモデル

事業とし、天理市全体に広げる。行政主体事業から自立型民間事業化・人材育成支援に移行をめざす。

「イチカプラスポイント」との連携を深め、地域内経済循環をさらに強化する。 

期待される効果 

地域食料自給率アップ、カーボンニュートラル、経済・雇用創出、景観保全、観光・集客など。 
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